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問題設定

• 背景

近年，モバイルでのWeｂブラウザ利用やクラウドコンピューティングによる

Webサービスの増加に伴い，APIの需要が高まってきている．

• 課題

既存のWebサービスにAPIを実装する際には，開発リスクや，開発コストが生じる．

• 提案

本研究では，APIを実装せず簡便，短期間でコミュニケーションロボットとの対話対話を

介してシステムを操作する一例として，図書館ヘルプデスクシステムを提案する．



システムのコンセプト

• 幅広い年齢層のユーザに対応

• クラウドAIを活用した音声対話の実現

• ユーザへの親和性の向上

• コミュニケーションロボットの利用

• 既存システムに影響を与えない

• 移植の容易性



システムの構成

梅谷，北村，第40回日本ロボット学会学術講演会予稿集(2022)より引用

本システムの機能

・本の検索

・おすすめの本の表示

・職員の呼び出し機能

顔検出

・Face Detection

(Google MediaPipe)

音声認識・合成

・Microsoft Azure



システムの流れ

顔の認識 利用者の用件を聞く

・本の検索
・おすすめの本の表示
・職員の呼び出し

カメラはRGBDカメラを利用
・利用者との距離を測り一定の閾
値を超えるかつ，３秒間顔を認識

利用者がいると認識

３つの要件
・本の検索
・おすすめの本の表示
・職員の呼び出し
・３つの機能のいずれにも該当しない

３回まで聞き直す

・本の検索，おすすめの本の表示
・キーフレーズの抽出

Mecubによる形態素解析を行う
・Webスクレイピング

Webの制御を行い本を画面に表示する
・職員の呼び出し
・M5stackとの通信を行い職員を呼び出す
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RSNPとの発展性について

・年間を通じた混雑状況の表示機能の追加
図書館のカードリーダーを通じて利用状況を把握し，年間を通じた混雑状況の表示機能の追加

・デジタルサイネージとの連携

本の貸し出し状況などからトレンドを把握し，デジタルサイネージに表示する

・公開URL
https://github.com/sota2800/librarysystem
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